
 

本校ならではの現地理解や国際交流を推進  

学校長 岩下 清彦 

学校の桜の木々もすっかり葉を落とし、寒さも徐々に厳しく

なってきました。早いもので令和６年・2024年も残すところ

１か月になりました。子供たちは、冬の寒さをものともせず、

パウゼの時間には、校庭で元気よく遊んでいます。 

さて、本校では先月も保護者や地域の皆様の多くのご支援、

ご協力をいただきながら多くの行事を実施することができまし

た。現地校との交流をはじめ、校外での学習を実施し、ドイツ

にある本校ならではの貴重な体験活動を通して現地理解教育や

国際交流を進めています。 

本校の特色ある教育の一つである、現地校児童生徒と本校児

童生徒が相互に学校を訪問する交流会についても、先月は小学

部５年生が現地校ハイネ校からの受け入れ交流、小学部２年生

は現地校ゲオルグ校を、小学部４年生は現地特別支援学校ヴィ

クトールフランクル校をそれぞれ訪問交流し、共に活動するこ

とを通して互いのよさを認め合い友情を育み、学んでいるドイ

ツ語の生きた活用の場となりました。また、小学部１年生は秋

のニッダパーク探検、小学部２年生は保護者ボランティアの皆

様にお手伝いただきながらライプツィガー商店街での買い物体

験など、現地ならではの体験もできました。また、ご家庭のご

協力を得ながら、中学部１年生は現地校と相互にホームステイ

（宿泊ステイ・ディナーステイ）を行うなど、国際色豊かな体

験活動を行っています。今後も、現地校との交流、諸施設の見

学、校外での学習など学年ごとに様々な現地理解教育、国際交

流を進めていく予定です。 

学校では１２月は２学期最後の月、まとめの時期になりま

す。まとめと振り返りをしっかりと行い、成果と課題を３学

期、そして来年度の成長へとつなげていきたいと考えていま

す。１６日からの個別面談、三者面談も子供たちのよりよい成

長に向けた有意義な時間となりますよう、ご協力をよろしくお

願いします。 

本格的な寒さはこれからとなります。インフルエンザなどの

流行も心配されています。学校では、健康観察や健康管理に努

めていますが、ご家庭におかれましても子供たちが健康で楽し

い学校生活が送れますよう､ご協力をよろしくお願いします。 

 

 

１2月 師走（しわす）；DEZEMBER 
 

３日（火）中１：日本語弁論大会 

６日（金）小：ニコラウス集会 

      中３：進路面談（～９日） 

 ５日（木）小４：JAL見学 

１１日（水）全校朝会 

小５・６・中学部：ミニコンサート 

１２日（木）縦割り活動 

１３日（金）中１：現地校交流（訪問）後期委員会 

１６日（月）個人・三者面談（～１８日） 

１９日（木）中：学部集会 

２０日（金）終業式 

冬季休業  １２月２３日～１月６日 

 

 

１月 睦月（むつき）；JANUAR 
 

７日（火）３学期始業式 

８日（水）身体測定（～１０日） 

１１日（土）補習校始業式 

 １３日（月）小：縦割り活動 

       部活動 

１４日（火）幼稚部入園説明会 

１５日（水）児童生徒朝会 

１６日（木）小：もちつき大会 

部活動 

 ２０日（月）小学部学校説明会 

避難訓練 部活動 

２１日（火）書き初め展（～２４日） 

 ２４日（金）小：なわとび大会 

 ２７日（月）中学部学校説明会 

       部活動 

２８日（火）中１・２：外国語暗唱大会 

       職員会議 

３０日（木）部活動 

 ３１日（金）三者懇談会 

       

予定は変更になることがあります 

本校ハウスマイスター Koppe Ingo ケッペ=インゴ

儀、ご病気のため11月24日午前零時、急逝されまし

た。謹んでお悔やみ申し上げ、お知らせいたします。 
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